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１．研究計画の概要 
 本研究の実施計画は三つの要素からなっ
ている。 

最初のものは、(a)研究の基礎となるデータ
ベースの整備である。 

具体的には、テキストに関連するものとし
て、クメール文字碑文とチャム文字碑文の電
子化入力を行い、テキストデータベースとし
て検索を可能にするとともに、KWIC インデ
ックスの作成を行って碑文テキスト校訂者
の著作権の問題に抵触しない形にして広く
世界の研究者に研究の基礎となるツールを
提供する。 

更に、既に GICAS（「アジア書字コーパス
に基づく文字情報学の構築」）プロジェクト
において着手したチャム文字碑文の画像デ
ータベースの構築を進めるとともに、クメー
ル碑文画像データベースの構築のための碑
文画像の撮影を進める。 
これに伴って、予算の許すかぎり、碑文の

記述内容と遺跡遺物の対照研究のために、ア
ンコールとチャンパーの文明の遺跡の実地
調査を行う。 
第二に、(b)チャム文字処理ツールの作成で

ある。チャム文字についてはまともに使用可
能なフォントすら存在しないために、研究を
進めるにあたって様々な困難が伴う。これを
解決するために、METAFONT を用いてチャ
ム文字のフォントを作成する。そして作成し
たチャム文字フォントに基づいて TeX のチ
ャム文字処理システムを作成する。 
そして第三が、(c)シヴァ教の研究である。 

データベースを利用した網羅的な出現例の
検討に基づいて、チャンパー及びアンコール
期クメール文化におけるシヴァ教を中心と

するヒンドゥー教の様相について、最新のイ
ンドでのシヴァ教の研究の進展と対応した
研究を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
テキストデータベース関連ではチャム碑

文についての Majumdar のテキストの入力
と、クメール碑文についての Inscriptions du 
Cambodge全 7巻のサンスクリット部分の入
力を終え、クメール碑文のサンスクリット部
分についての Majumdar のテキストの全体
の入力を終えている。 Inscriptions du 
Cambodge 全 7 巻のサンスクリット部分の
KWIC インデックスを構築し、下記[その他
ホームページ:URL]公開しているので、今後
のクメール碑文研究にとっての基礎的ツー
ルとなるであろう。 
チャム碑文の画像データベースの試作バ

ージョンも同じ URL から公開している。 
チャム文字のフォントとそれに基づくTeX

システムについても試作バージョンを同じ
URL から公開している。 

第 3 年目には、上記のようなデータベース
に基づくシヴァ教の研究を進め、特にいわゆ
るデーヴァラージャ信仰について、過去の研
究者のシヴァ教の無理解に基づく誤った仮
説にすぎないことを充分に証明し得るよう
な研究成果を得た。このデーヴァラージャと
はインドラの別名であってアインドラ・マハ
ーアビシェーカという王の戴冠儀礼の名前
だったのである。ただその際に、ディークシ
ャーと呼ばれるシヴァ教のイニシエイショ
ン儀礼を同時に行なって王が死後に天界に
生まれ変わることを保証し、それによって王
の死後の諡が決定されていたのである。これ



は従来の誤った定説を覆す大きな成果であ
る。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

上記のような理由から、データベースの構
築とチャム文字処理ツールに関しては、ほぼ
予定通りに達成されており、シヴァ教のあり
方についての研究についてもいまだ口頭発
表の段階ではあるが研究の実質については
予定通り達成しつつある。これらを総合的に
判断すると、全体としての達成度としては全
体計画の目標の 90％まで達していると言え
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 

今後は現地での確認のための最終的な実
地調査を行なうとともに、細部についての研
究の補足などを進める。 

さらに碑文の画像データベースおよびテ
キストデータベースについても、横断的検索
などのツールとしての洗練についても継続
していく予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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